は じ め に

　この報告書は、平成17年2月1日を調査期日として実施された「2005年農林業センサス（指定統計第26号）」のうち、農林業経営体調査の結果について静岡県分をとりまとめたものです。

　「農林業センサス」は農業及び林業を調査対象としておりますが、農業を調査する「農業センサス」は昭和25年（1960年）に、また林業を調査する「林業センサス」は昭和30年（1965年）に第1回の調査が実施され、以後「農業センサス」が5年毎に「林業センサス」が10年毎に実施されてきました。

一方、今回調査では、農林業・農山村を取り巻く環境が変化する中、地域の農林業構造や農山村の実態を的確に把握する必要性が高まっていることから、農林業における生産・流通両面の多様化等に対応した諸施策の展開方向や統計ニーズに沿い、平成12年（2000年）に引き続いて林業を調査するなど所要の改正を行っております。

　調査結果が、「食料・農業・農村基本計画」及び「森林・林業基本計画」に基づく諸施策並びに農林業に関する諸統計調査に必要な基礎資料の整備に寄与するとともに、農林業に携わる方々をはじめ各方面において幅広く御活用いただければ幸いです。
　また、本調査に御協力いただきました農業・林業経営体の皆様をはじめ、調査員、指導員及び市町村、関係機関の皆様に対し厚くお礼申し上げます。
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